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新 刊 紹　　介

　　　　理學博士荒木俊馬著　L天文と宇宙「　定債2圓80鍍恒星趾叢行

　博土は我國理論天艦物理學の丁丁で，本書はその最近著である．大阪毎日

薪聞に徳富蘇峰翁の批評があったので此庭にその一部を蒋溶する．

　L天文と宇宙nは素人の我等に取りても面自く且つ有盆に一讃することが出

世た．それは恐らくは著者の解説が，封入説法の妙を得た重めであらう。本

書は先づL天文學の起源「を論き，L甥御復興と近世天文學の黎明「に及び，進

んでL天文學の基礎知識「を語り，それよりし現代の宇宙観「，L星辰進化の問

題■，」太陽の黒門「，し星辰の内部構造コ等を蓮べ，而してL宇宙構造論「に至

り，漸く本書を結んでみる・本書は當初より豫じめ一書を作す響く著はされ

たるものでなく，随時随所の寄稿，講演等を生め來Pたるものなるに拘らす，

如何にも能く順序が立ち，首尾が貰通し，殆んど補綴の痕跡を認めなV・ほど

に，三二を記してみる．（中略）著者がL世に：最も無用な二丁として，天文

學を墾げるものがあるが，その誤れる見解なるは，通俗天文書の一頁を繕V・

た事のあるものは明かであらう．口々の時計の管理，暦の編纂，航海及び測

地等に於ける天文學の必要不可訣に就V・ては，藪に改めて論ずる迄もあるま

い「と言うたのは，如何にもその通りだ．（中略）支那では陶町明の如き’はし傭

仰絡宇宙．不樂復何女バと歌うて，宇宙を我が樂園でもあるかの如く看卜し

てみる者もある．我等も亦人生の醗齪に囚はれ，鰐屈したる際には，偶ま頭

を昼げて天上の星を眺め，斯謂，陶開明の氣持となる揚合もある．斯る際に

は，本書の如きは，所謂融解ばかiJ｝でなく，亦我等に取りては，一種纈申の

食糧たらすんば，その食量を盛る要器である可き憤値が，自から存するもの

と認むる．：一一一蘇峰翁の文は以上の通り，會員諸氏の必譲をお奨めする．

　　　　　　　　L草場恒星圖コ　定f緬。鍍東亜天女協會＄行

　古賀恒星圖より星激も証し，5133星が含まれてみる．星座の境界も新境界

線に依ったモダンなものであるが，只銀河の印刷にインキが濃過ぎた爲め・

少し感じの悪いものとなった．解設書が添附されてみる．


